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大阪府立大阪北視覚支援学校　同窓会館1階

出席者(委員）

開催場所

山本利和、猪俣則広、新開眞琴、佐々木一男、荒木裕子、亀甲孝一

学校運営協議会（　　第１　　部会）議事録

府立大阪北視覚支援学校

太田　淳一郎

開催日時 令和　６　年　　７月　３日（水）　　９ : 30 ～ 11 : 10　

次回の会議日程

令和　６年　12月　　日　または　８日（金）９：30～

大阪府立大阪北視覚支援学校　同窓会館1階

出席者(学校） 太田校長、人見教頭、岡田教頭、眞野事務長、小倉首席、熊谷首席、滝口首席

傍聴者

議題等(次第順）
１　挨拶
２　学校運営協議会委員の確認
３　会長・副会長の確認
４　協議案件・報告
（１）教科書選定について
（２）令和６年度学校経営計画
（３）意見書について
５　その他
（１）児童生徒の活躍について
６　挨拶
７　次回連絡

１　保護者の皆様や教職員全員の協力を得ながら安全で安心な学校づくりに努めていきたい。
２　各委員から挨拶。
３　令和６年度の会長は猪俣委員、副会長は新開委員で承認。
４
（１）墨字と点字使用の児童生徒が同時に授業を受けることから、採択できる教科書の種類が少ない。R７年度からは中学校用検定教科書の
採択替えになることに加えて、文部科学省著作教科書（中学部知的障がい者用）の社会、理科、職業・家庭が新たに出版される。最近はQR
コードなどの視覚的な内容が増えてきている。
（２）令和６年度学校経営計画は３年ごとに見直すことになっているため、めざす学校像については変更はない。
以下、変更点および重点箇所。
１－（１）一人ひとりが教育を進めていくことを強調するために「各教員」を追加。
１－（２）高等部の学習指導要領が完全に移行したことに伴い、より主体的な学びの実現に向けて「授業改善」を追加。
１－（３）早期教育を重視。こぐま教室（就学前）で視覚以外の知覚、残存視力を活用した遊び、小学部では文字の獲得がキャリア形成に大き
な影響を与えることを校長から保護者に強く訴えている。
１－（４）在籍者数の減少により、教員の教科バランスが取りにくくなっていくことを想定し、学部間の連携をさらに強化していく。
１－（５）昨年度の理療科のカリキュラム変更から、国家試験の合格をめざすことに加えて、学んだことがどのように治療に結びついているの
かを考えられる授業の展開をめざし「科目間の連携」を追加。
２－（１）安全で安心な学校づくりのために日ごろから校内の危険箇所の点検を確認し、早急な修繕に努めていくと同時に、様々な災害状況を
考えた訓練の実施を積み重ねていけるよう検討する。
２－（６）キャリアプランニング・マトリックスは地域校でも役立つと考えられる。特に幼稚部や支援先の保護者に将来の子どもの姿について見
通しを持ってもらうことで、本校の教育方針の理解と保護者の不安を減らすことにつながると考えている。将来的に自立し、社会参画のために
どのような教育活動を通して目標が達成されるのかを共有したい。
３－（２）支援している子どもが地域校に在籍をしつつ本校にも通えることを検討していきたい。その実現のために、行事や広報を活用し、より
多くの地域の方々に視覚障がいについての理解を深めてもらう必要がる。
４－（１）（２）引き続き専門性の維持に努め、その取り組みや成果等を研究紀要に反映させる。
４－（３）昨年度からしている教育相談サロンでは、当事者との対話を通じて気軽に話をしながら専門性について学んでいる。
５－（１）昨年度から課題だったが、学部を超えたつながりに改善が見られてきた。また、業務の平準化に努めており、全体的に超過勤務をす
る教職員が減ってきている。長時間勤務をする方には改善のために定期的に話を聞いて、仕事の分担等を呼び掛けている。専門性の向上や
タブレット端末の操作等の多岐にわたるスキルの取得に向けて、お互いがサポートしあうことで良好な人間関係を構築し、いきいきと働ける環
境づくりが可能になると考えている。
５－（２）今後は不適切な指導やコンプライアンスの遵守等の研修を行い、教職員の人権意識の向上につなげる。
（３）意見書については、提出がないため、後日追加で出てくる場合は第２回の際に検討する。
５　その他
（１）近畿盲学校フロアバレーボール大会で準優勝し、全国大会に出場する。また、近畿盲学校弁論大会では普通科から２名が出場し、１名が
優勝した。団体では２位に輝いた。優勝した１名は全国盲学校弁論大会に出場する。
６　たくさんのご意見ありがとうございました。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料 令和６年度学校経営計画、教科書選定、キャリアプランニング・マトリックス

備考


